
入会案内＆申込書

会員募集

申込・連絡
先

特定非営利活動法人サロベツ・エコ・ネットワーク
〒098‐4124 北海道天塩郡豊富町字豊富東4条3丁目
TEL：0162‐82‐3950 FAX：0162‐82‐3232
http://www.sarobetsu.or.jp E‐mail：info@sarobetsu.or.jp

＜サロベツが好きな方なら、どなたでも会員になれます＞

正会員 年会費 3,000円
メール会員 年会費 1,000円

＜活動を支援して下さる個人・グループ・企業・団体＞

賛助会員 年会費 一口 5,000円

①入会時に会員証をお送りします。
②年4回の会報、イベント開催時にはご案内をお届けします。
（メールのある方はメールにて送付）

③各種のイベントやセミナーに優先的に参加できます。
④賛助会員の方は会報にお名前を掲載致します。

会員ｻｰﾋﾞｽ

～活動を支えて下さる寄付も随時募集しております～

人と自然が共に元気な地域づくりに貢献し、豊かで美しい
サロベツの自然環境を次世代に引き継ぐことが私たちの目標です

私たちの活動拠点
【サロベツ湿原センター】

サロベツ原野の自然環境

北海道北部の日本海側、稚内市・豊富町・幌延町に
またがるサロベツ原野。その中心にあるのは面積約
6,700haを誇るサロベツ湿原です。この湿原の最
大の特徴は、ミズゴケを中心とした「高層湿原」と
呼ばれる、山岳地帯に多いタイプの湿原が平地で見
られることです。サロベツの場合、寒冷で水分が豊
富な環境であることから高層湿原が発達し、低地に
おける日本最大の高層湿原（562ha）ができまし
た。また、季節の花々で彩られる大湿原と、地平線
の向こうにそびえ立つ利尻山を望む雄大な景色は素
晴らしく、利尻礼文サロベツ国立公園に指定されて
います。

毎年、春と秋にはオオヒシクイやコハクチョウなど
の渡り鳥たちが休息のためにこの地に立ち寄り、今
では貴重になってしまった草原の鳥、シマアオジな
どの絶滅危惧種も繁殖しています。また2004年か
らはタンチョウの繁殖も確認されるなど、野鳥たち
の楽園としても評価が高いサロベツ原野は、2005
年に渡り鳥にとって国際的に重要な湿地を保全する
「ラムサール条約」に登録されました。この他にも
氷河期時代の生き残りとされるコモチカナヘビや、
世界最小の哺乳類として知られるトウキョウトガリ
ネズミなど、珍しい生き物たちの宝庫です。



当法人は、サロベツおよび周辺の自
然と地域を愛する人々が集い、平成
16年4月に設立されました。環境保
全・環境教育・地域活動を活動の柱
に据え、地域に根差した活動を続け
ています。
「サロベツ・エコ・ネットワーク」
という名称には、サロベツの豊かな
大地で、人と人、人と自然の架け橋
になりたいとの想いが込められてい
ます。

皆さんにご支援いただき
様々な活動を通してサロベツの
地域・環境に貢献しています

湿原の今を知り、守る

環境保全活動

伝え、未来を育てる

環境教育活動

地域をつなぎ、輪を広げる

【木道巡視・維持管理】

【野生動植物調査】

【サロベツ自然語講座】【小中高校生への講習】

子ども向け自然体験活動

【なまら！！サロベツ∞クラブ】

国立公園の動植物を守る

【外来種巡視・除去活動】

地域活動

【サロベツ川・ペンケ沼清掃】

【稚咲内砂丘林再生植樹活動】 【稚咲内海岸清掃】

サロベツ・エコ・ネットワークとは？


